
 

 

舞鶴発電所 バイオマス燃料供給設備における火災について（第三報） 

  

２０２３年３月１７日 
関西電力株式会社 

 

舞鶴発電所（京都府舞鶴市、１、２号機合計出力１８０万キロワット）

のバイオマス燃料供給設備※１において、３月１４日２１時５２分、火災の発

生を確認しました。火災については、３月１５日８時２６分に鎮火を確認し

ています。 

[２０２３年３月１５日お知らせ済み] 

 

原因等については、現在調査中ですが、同発電所２号機のバンカ※２内の

一酸化炭素濃度が上昇傾向であり、今後バンカ内の燃料の発熱が進む可能性

があることから、その燃料を全て消費するために、３月１８日、一時的に同発

電所２号機を運転することとしました。 

 

地元の皆さまおよび社会の皆さまにご心配をおかけしたことを改めてお詫

び申し上げます。 

当社は安全最優先で、起動・運転作業を進めるとともに、今後、火災発生の

原因究明をしっかりと行い、再発防止対策を確実に実施してまいります。 

 
 
 ※１：舞鶴発電所では石炭とバイオマス燃料を混焼しており、バイオマス燃料として用い

る木質ペレットをボイラへ供給している設備。 
 ※２：燃料となる石炭や木質ペレットを連続供給するため一時的に貯蔵する設備。 
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https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2023/pdf/20230315_2j.pdf

